
セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
信
頼
性
向
上
の
た
め
の

形
式
技
法
・
開
発
支
援
ツ
ー
ル
の
研
究
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部
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高
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ソ
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ト
ウ
ェ
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研
究
グ
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ー
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岩
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セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

社
会

イ
ン

フ
ラ

電
気

・
ガ

ス
鉄

道
家

電
機
器

電
子

部
品

自
動
車

情
報
機
器

組
み
込
み
機
器

と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

•
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
用
途
に

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
制
御

–
車
両
・
航
空
機
制
御
の

伝
送
・
電
子
制
御
化

–
車
両
等
の
自
動
運
転

–
医
療
機
器
等

–
社
会
イ
ン
フ
ラ

•
ス

マ
ー

ト
グ

リ
ッ

ド
な

ど

航
空
機

ロ
ボ
ッ
ト

プ
ラ

ン
ト

2



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

機
能

要
求

と
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア

•
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
は

指
示

さ
れ

た
と
お
り
に
し
か

動
作
し
な
い

–
動
作
す
る
段
階
で
は
設
計
仕
様
や
そ
の
背
景
に
あ
る

人
間
の
意
図
は
汲
ん
で
く
れ
な
い

–
人
間
が
間
違
っ
た
と
お
り
に
計
算
機
は
間
違
え
る

3

要
求
分
析

設
計

実
装
・
検
査

運
用

設
計
書

設
計
書

ソ
フ
ト



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

信
頼

で
き
な
い
ソ
フ
ト
に

よ
る

障
害

事
例

(1
)

•
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
線
車
両
暴
走
事
故

(2
00

8.
 2

)
–
駅
で
車
両
が
停
止
で
き
ず
信
号
冒
進

–
運
輸
安
全
委
員
会
の
調
査
で

加
速
制
御
装
置
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
不
良
が
判
明

(R
A

20
09

-6
)

•
異

常
時

処
理

に
2つ

の
誤

り
–

入
力

を
受

け
付

け
な

く
な

る
=

 加
速

状
態

が
解

除
で

き
な

い
–

故
障

検
知

装
置

(W
D

T)
 も

入
力

を
受

け
付

け
な

い
状

態
を

正
常

動
作

と
誤

認
識

•
ア

ク
セ

ル
と

ブ
レ

ー
キ

を
両

方
働

か
せ

た
状

態
で

駅
に

進
入

4

図
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真
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土
交

通
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運
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委
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鉄
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事
故

調
査
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書
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20
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 よ

り
引

用
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信
頼

で
き
な
い
ソ
フ
ト
に

よ
る

障
害

事
例

(2
)

•
カ
ン
タ
ス
航
空

72
便

乱
降
下
事
故

(2
00

8.
 1

0.
 7

)
–
飛

行
中

の
突

然
の

急
降

下
で

11
5名

重
軽

傷
・

緊
急

着
陸

–
豪

国
事

故
調

査
委

員
会

の
調

査
(A

O
-2

00
8-

07
0)

•
発

端
は
慣
性
航
法
装
置

1台
の
故
障

–
原
因
不
明
の
デ
ー
タ
混
信

–
過
大
な
上
昇
を
誤
報
告

•
多
重
系
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

機
能
せ
ず

–
他

の
2台

の
装
置
の
正
常
な
デ
ー
タ
を

使
わ
ず
、
誤
っ
た
デ
ー
タ
を
元
に

自
動
操
縦
が
降
下
指
示

5
Fi

gu
re

s/
pi

ct
ur

e 
So

ur
ce

: 
A

TS
B 

Tr
an

sp
or

t 
Sa

fe
ty

 R
ep

or
t 

A
O

-2
00

8-
07

0,
 A

us
tr

al
ia

n 
Tr
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t 

Sa
fe
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u,
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部
門

信
頼

で
き
な
い
ソ
フ
ト
に

よ
る

障
害

事
例

(3
)

•
そ

の
他

に
も

…
–

Th
er

ac
-2

5 
(1

98
5-

87
)

•
放
射
線

照
射
治
療
機
械
の
バ
グ
で
最
低

5名
死
亡

–
誤

操
作

に
対

す
る

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
が

機
能

せ
ず

•
20

00
年
パ
ナ
マ
で
類
似
の
事
件
、

8名
死
亡

•
20

06
年
に
も
フ
ラ
ン
ス
で
類
似
の
事
件
、

1名
死
亡

–
In

te
l P

en
tiu

m
 F

D
IV

 バ
グ

(1
99

3)
•
除
算
表

の
バ
グ
に
よ
り

C
PU

チ
ッ
プ

を
全
回
収

•
40

0億
円
以
上
の
リ
コ
ー
ル
に

6
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キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

ソ
フ
ト
の
信
頼
性
に

関
わ

る
事

例
(4

)
•
米
国
ト
ヨ
タ
車
リ
コ
ー
ル
騒
動

(2
00

9-
20

11
)

–
20

09
: 
複

数
の

ト
ヨ

タ
車

の
暴

走
事

故
が

報
告

さ
れ

る
–

20
10

.2
: 
電

子
制

御
シ

ス
テ

ム
の

不
具

合
の

可
能

性
が

U
SD

O
T 
に

指
摘

さ
れ

る
•
リ
コ
ー
ル
騒
ぎ
・
集
団
訴
訟
等
に
発
展

•
大
き
な
損
失
（
リ
コ
ー
ル
関
連
だ
け
で

10
00

億
以

上
）

–
20

11
.2

: 
N

A
SA

, U
SD

O
T,

 N
H

TS
A

 の
調

査
結

果
で

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

設
計

に
問

題
が

見
つ

か
ら

な
か

っ
た

こ
と

の
最

終
報

告

「
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
が

信
頼

で
き

る
」

こ
と

の
証

明
の

難
し

さ

7

写
真
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m
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引

用
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部
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ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
信
頼
性

と
標
準
・
認
証

•
絶
対
的
に
高
信
頼
が
必
要
な
用
途
に

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

–
消

費
者

機
械

: ミ
ス

が
他

人
に

実
害

を
及

ぼ
す

用
途

–
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
•
機
械
的
な
仕
組
み
と
違
い
、
目
に
見
え
な
い

→
安
全
性
を
第
三
者
が
納
得
す
る

手
段
が
必
要

•
安
全
性
の
標
準
化
・
認
証
化

–
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
, 消

費
者

機
械

, 航
空

機
な

ど
応

用
毎

に
そ

れ
ぞ

れ
の

安
全

性
規

格
→

安
全

性
認

証
取

得
の

国
際

的
重

要
性

8



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

現
状

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
の

問
題
点

•
人
手
に
頼
っ

た
信

頼
性

確
保

–
要
求
分
析
か
ら
実
装
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
の
連
係
の
問
題

•
各
段
階

で
個
別
に
ツ
ー
ル
化

(o
r 
紙
ベ
ー
ス

)
•
情
報
化
さ
れ
て
い
て
も
、
デ
ー
タ
と
し
て

連
携
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い

–
テ
ス
ト
項
目
は
設
計
書
か
ら
人
が
作
成

•
テ
ス
ト

自
体
の
正
し
さ
の
保
証
が
な
い

→
人
を
納
得
さ
せ
る
の
が
困
難

正
し
く
作
る
コ
ス
ト
自
体
の
増
大

正
し
さ
を
証
明
す
る
コ
ス
ト
の
増
大

9

要
求

設
計

実
装

分
析

テ
ス
ト



セ
キ
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ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

研
究

の
目

標
点

•
仕
様
に
適
合
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

正
確
に
実
装
す
る
技
術

•
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
（
上
の
意
味
で
）
正
確
で

信
頼
で
き
る
こ
と
を
証
明
・
提
示
で
き
る
技
術

•
安
心
し
て
ソ
フ
ト
を
使
え
る
よ
う
に
す
る

•
規
格
な
ど
の
取
得
コ
ス
ト
を
低
減
す
る

•
要
求
さ
れ
る
安
全
性
レ
ベ
ル
と
コ
ス
ト
に
応
じ
た

適
切
な
技
術
の
選
択
肢
を
提
示

–
複

数
技

術
を

自
由

に
選

択
・

併
用

で
き

る
環

境
を

目
指

す

10
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ア
シ
ス
テ
ム
研
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部
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R
IS

EC
 に

お
け

る
研

究
体

制

高
信

頼
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
研

究
グ

ル
ー

プ
–

つ
く
ば

–
主
に
下
流
工
程

•
詳
細
設
計

•
形
式
検
証

•
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
実
装
技
術

•
仮
想
化
・
隔
離

•
テ

ス
ト

（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ッ
ク
ス
）

シ
ス

テ
ム

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
研

究
グ

ル
ー

プ
–

関
西
・
尼
崎

–
主
に
上
流
工
程

•
要
件
分
析
・
シ
ス
テ
ム
設
計

•
モ
デ
ル
検
査

•
シ
ス
テ
ム
テ
ス
ト

（
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
）

–
関
西
圏
企
業
と
の
連
係

11

•
2グ

ル
ー
プ
で
分
担
・
連
係
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ア
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ス
テ
ム
研
究
部
門

研
究

す
る

課
題

•
大

き
く

3種
類
の
技
術

–
安
全
に
ソ
フ
ト
を
設
計
・

実
装
す
る
技
術

–
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
安
全
性

を
検
査
・
保
証
す
る
技
術

–
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
誤
動
作

を
抑
止
す
る
技
術

–
こ
れ
ら
を
自
由
に
組
み
合

わ
せ
る
技
術
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク

12

安
全
に
作
る
技
術

誤
動
作
を

抑
え
る

技
術

安
全
性
を

検
査
・

保
証
す
る

技
術

安
全
開
発

フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

1
. 
安

全
に

作
る

技
術

•
開
発
プ
ロ
セ

ス
全

体
を

通
じ

て
仕
様
と
実
装

の
一

貫
性

を
担

保
す
る
技
術

–
問
題
解
析
の
自
動
化
・
テ
ス
ト
自
動
生
成

–
モ
デ
ル
を
元
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

–
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
動
生
成

13

安
全
に
作

る
技
術

誤
動
作
を

抑
え
る

技
術

安
全
性
を

検
査
・

保
証
す
る

技
術

安
全
開
発

フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

1
. 
安

全
に

作
る

技
術

•要
求

記
述

か
ら

テ
ス
ト

自
動
生

成
•並

行
プ
ロ
セ
ス
の
自
動
解
析

テ
ス
ト

ケ
ー
ス

自
動
生
成

テ
ス
ト

関
心
事

分
析

・
形

式
化

テ
ス
ト
ケ
ー
ス
の
妥
当
性
は

ツ
ー
ル
に
よ
り
確
認

形
式

的
な

テ
ス
ト

設
計

書
U
I

R
ec
ei
ve
r

Se
nd
er

in
pu
t

Tr
an
sf
er
Sy
s

通
信

通
信

ok ng qu
it0

su
cc

st
ar
t

ne
t

te
rm

qu
it1

ac
k

up
lo
ad

ca
nc
el

co
m
pl
et
e

ou
tp
ut

U
I

Se
nd
er

R
ec
ei
ve
r

構
造

動
作

動
作

動
作

デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク

記
号
処
理
に
よ
る

並
行
合
成

（
+ 
状
態
数
削
減
）

次
の
講
演
で
詳
し
く
説
明

14



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

並
行
プ
ロ

グ
ラ

ム
の

自
動
解
析

•
並
行
動
作
の
あ
る

シ
ス
テ
ム
の
振
る
舞
い

を
簡
単
に
解
析
で
き
る

シ
ス
テ
ム

–
各
個
別
プ
ロ
セ
ス
の
仕
様

と
結
び
つ
き
の
仕
様
か
ら
、

シ
ス
テ
ム
全
体
の
動
作
を

自
動
的
に
解
析
・
出
力

•
1枚

の
図

で
全

体
の

動
作

を
把

握
で

き
る

•
隠

れ
て

い
た

デ
ッ

ド
ロ

ッ
ク

な
ど

を
発

見
可

能

15

U
I

R
ec
ei
ve
r

S
en
de
r

通
信

通
信

動
作

動
作

動
作

デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

並
行
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
自

動
解
析

•
記
号
処
理
・
定
理
検
証
技
術
と
モ
デ
ル
検
査
を
統
合

–
無
駄
な
状
態
爆
発
を
抑
え
て
わ
か
り
や
す
い
出
力

16

RE
M

SQ
SU

M

状
態
数

: 
42

遷
移
数

: 
67

状
態
数

: 
10

5
遷
移
数

: 
16

0

通
常
の
モ
デ
ル
検
査
器

入
力
値

:{
0,

1}
入
力
回
数

:3

状
態
数

: 8
遷
移
数

: 
12

C
O

N
PA

SU

入
力
値

:無
制
限

入
力
回
数

:任
意



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

実
装

・
検

査
器

の
自
動
生
成

•
通

信
規

約
の

仕
様

書
か

ら
参

照
用

の
実

装
と

動
作

検
査

器
を

自
動

生
成

–
仕
様
書
の
記
述
を
見
直
し

–
仕
様
書
か
ら
参
照
実
装
を

自
動
生
成

•
曖
昧
さ
に
起
因
す
る

相
互
運
用
性
の
問
題
を
解
決

–
検
査
器
自
体
の
正
し
さ
を

担
保
で
き
る

•
テ
ス
ト
の
信
頼
性
の
向
上

17

明
確

な
仕

様
記

述

自
動

生
成

自
動

生
成

自
動

的
網

羅
検

査

検
査

対
象

新
し
い
仕
様
記
述
言
語

参
照

実
装

現
状

の
英

語
の

仕
様

書
(I

ET
F 
な

ど
)



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

2
. 
安

全
性

を
検

査
/保

証
す
る
技
術

•
開
発
中
の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

性
質
や

安
全
性
を
論

理
的

に
検

証
す

る
技
術

–
モ
デ
ル
検
査

•
端

的
に

言
う

と
、

「
モ

デ
ル

化
」

＋
「

網
羅

的
検

査
」

–
形
式
検
証

•
端

的
に

言
う

と
、

「
数

学
的

証
明

作
業

」

18

安
全
に
作

る
技
術

誤
動
作
を

抑
え
る

技
術

安
全
性
を

検
査
・

保
証
す
る

技
術

安
全
開
発

フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

モ
デ

ル
検

査

•
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
設
計

や
実
装
か
ら
モ
デ
ル
を

作
成

–
重

要
な

部
分

の
振

る
舞

い
を

抽
出

•
網
羅
的
に
振
る
舞
い
を

全
検
査

–
不

要
な

状
態

が
発

生
な

い
こ

と
を

し
ら

み
つ

ぶ
し

に
探

索
–
見

つ
か

れ
ば

、
反

例
と

し
て

設
計

変
更

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

19

RE
M

SQ
SU

M

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

モ
デ
ル
化

仕
様

自
動
・
網
羅
検
査

•
既
に
実
績
の
あ
る
技
術

•
開
発
現
場
へ
の
展
開
と

現
場
か
ら
の
要
望
に
基
づ
く

技
術
改
良

•
関
西
中
心
に
共
同
研
究
多
数



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

ソ
フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
の
形
式
検
証

•
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

論
理
的
な
記
述
と
し
て

証
明
の
対
象
に
す
る

–
仕
様
を
満
た
す
こ
と
を

数
学
定
理
と
し
て
証
明

–
証
明
の
機
械
化
に
よ
る

効
率
化
と
誤
り
の
排
除

–
正
し
い
と
い
う
こ
と
の

「
証
明
」
を
生
成

•
他

人
に

「
納

得
さ

せ
る

」
証

拠
の

提
示

•
将

来
の

認
証

基
盤

と
し

て

20



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

ソ
フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
の
形
式
検
証

•
モ
デ
ル
検
査
と
の
違
い

–
証

明
で

き
る

性
質

に
原

理
的

に
は

制
限

が
な

い
•
定
理
と
し
て
書
け
る
こ
と
な
ら
原
理
的
に
は
何
で
も

–
（

人
間

の
知

恵
が

及
べ

ば
）

問
題

サ
イ

ズ
に

も
制

限
が

な
い

•
問
題
の
数
学
的
性
質
を
う
ま
く
証
明
に
反
映
で
き
る

•
規
則
的
だ
が
状
態
が
爆
発
す
る
よ
う
な
処
理
に
有
効

–
現

状
で

は
高

コ
ス

ト
•
半
自
動
的
な
シ
ス
テ
ム
な
の
で
人
手
が
必
要

•
数
学
的
な
理
解
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
必
要

•
現
在
で
も
一
部
の
応
用
で
使
わ
れ
始
め
て
い
る

–
C

PU
の

演
算

装
置

の
正

当
性

の
検

証
(A

M
D

, I
nt

el
 等

)
–
航

空
機

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
へ

の
応

用
の

模
索

21



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

ソ
フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
の
形
式
検
証

•
我
々
の
研
究

の
方

向
性

–
仕
様
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
実
装
に
関
す
る
形
式
検
証

•
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
実
装
が
設
計
さ
れ
た
仕
様
を

満
た
す

こ
と
を
形
式
的
に
証
明

•
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
実
装
が
要
求
さ
れ
る
性
質
を

満
た
す

こ
と
を
直
接
形
式
的
に
証
明

•
現

在
は

C
言

語
と

ア
セ

ン
ブ

リ
言

語
が

主
な
研
究
対

象
–

C
oq

 定
理
証
明
器
上
で
直
接
的
に

定
式

化

–
生
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
扱
え
る
体
系
を
構
築
中

22



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

•
得
ら
れ
た
成

果
（

一
部

）
–
メ

モ
リ

管
理
ル
ー
チ
ン

(C
) の

正
当

性
の

検
査

–
暗
号
処
理
ル
ー
チ
ン
（
ア
セ
ン
ブ
リ
）
の
安
全
性

•
ア
セ
ン

ブ
リ
で
実
装
さ
れ
た
あ
る
暗
号
疑
似
乱
数
の
実
装
が
、

暗
号
的

安
全
性

(乱
数
の
予
測
不
能
性

) 
を
満
た
す
こ
と
を

直
接
的
に
証
明

–
多

倍
長

演
算

な
ど

の
定

式
化

や
、

暗
号

学
的

な
論

理
を

す
べ

て
含

む

–
プ

ロ
ト

コ
ル

実
装

(C
言

語
) の

仕
様

適
合

性
の

検
証

23

ソ
フ
ト

ウ
ェ

ア
実

装
の
形
式
検
証



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

3
.
誤

動
作

を
抑

え
る

技
術

•
万
が
一
開
発
時
に
誤
り
が
残
っ
た
場
合
も

そ
の
影
響
を
抑
え
る
技
術

–
シ
ス
テ
ム
の
部
分
的
な
形
式
検
証
な
ど
と
の
組
み
合
わ
せ
も

•
開
発
し
て
い
る
技
術
の
一
例

–
C
言
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
時
安
全
性
検
査

–
仮
想
化
モ
ニ
タ
を
応
用
し
た
実
行
監
視
技
術

24

安
全
に
作

る
技
術

誤
動
作
を

抑
え
る

技
術

安
全
性
を

検
査
・

保
証
す
る

技
術

安
全
開
発

フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

安
全

な
C
言

語
コ

ン
パ

イ
ラ

•
C

 言
語

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

“自
動

的
”に

安
全

性
保

護
を

追
加

す
る

言
語

処
理

系
–

JI
S 
規

格
に

完
全

対
応

–
数
多
く
の
実
用
ソ
フ
ト
が

動
作
可
能

•
メ
ー
ル
サ
ー
バ
な
ど
多
数

–
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の
不
正
コ
ー

ド
の
実
行
を
確
実
に
防
止
す

る
•

ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
経
路
で
あ
る

メ
モ
リ
破
壊
が
発
生
す
る
直
前
に

確
実
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
停
止
さ
せ
る

保
護

さ
れ

た
安

全
な

機
械

語
プ

ロ
グ

ラ
ム

既
存
処
理
系

誤
り

を
含

ん
だ

C言
語

プ
ロ

グ
ラ

ム

誤
り
→

↑
保
護
機
構

Fa
il-

Sa
fe

 C

全
自
動
変
換

不
正
コ
ー
ド

に
よ
る
攻
撃 25



セ
キ
ュ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門

4
. 
検

査
技

術
の

統
合

•
こ
れ
ら
の
技
術
を

自
由
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る

統
合
プ
ロ
セ
ス
を
目
指
す

–
与

え
ら

れ
た

コ
ス

ト
に

応
じ

て
–

必
要

な
安

全
性

に
応

じ
て

–
必

要
な

認
証

取
得

レ
ベ

ル
を

目
指

し
て

–
部
分
的
な
検
証

–
部
分
ご
と
に

異
な
っ
た
手
法
を
適
用

–
開
発
開
始
後
の

適
用
技
術
の
変
更

26

形
式
的
な

要
求
分
析

形
式
化
さ
れ
た

要
求
仕
様

設
計
支
援

技
術

形
式
化
さ
れ
た

実
装
仕
様

モ
デ
ル

検
査

プ
ロ
グ
ラ
ム

自
動
生
成

プ
ロ
グ
ラ
ム

網
羅
的

テ
ス
ト
仕
様
書

実
装

支
援

テ
ス
ト

自
動
生
成

形
式

検
証

安
全
性
証
明

自
動
網
羅

テ
ス
ト

信
頼
性
向
上

実
行
時

検
査

安
全
に
作

る
技
術

誤
動
作
を

抑
え
る

技
術

安
全
性
を

検
査
・

保
証
す
る

技
術

安
全
開
発

フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
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キ
ュ
ア
シ
ス
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ム
研
究
部
門

主
な

現
有

技
術

の
位
置
づ
け

27

安
全
に
作
る
技
術

誤
動
作
を

抑
え
る

技
術

安
全
性
を

検
査
・

保
証
す
る

技
術

本
部
門
の

主
な
技
術

目
指
す

統
合
技
術

プ
ロ
ト
コ
ル

自
動
生
成

モ
デ
ル
ベ

ー
ス
開
発 モ
デ
ル
検
査

安
全
な

言
語
処
理
系

形
式
検
証

仮
想
化
・

隔
離
技
術

証
明
付
き

コ
ン
パ
イ
ラ

安
全
な

新
言
語

そ
の
他
の

研
究
課
題

機
能
安

全
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